
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 306 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 文学国語 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「文学国語」（数研出版） 

副教材等 
ＴＯＰ２５００（いいずな書店）論理エンジン（水王舎） 新国語便覧（大修館書店）

論理・文学長文問題選集（京都書房） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・１年次では国語の基礎的な力を身につけ、それを土台に実力を伸ばして欲しいと思います。 

・さまざまな文章に触れ、読解力を向上させると共に、「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読む

こと」の各領域において，論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者と

の関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにして

いきたいと考えています。 

・また、自身の意見や思いを伝える力を養う為に「書くこと」の練習も積み重ねていきます。同時に、発

表やスピーチ等表現の場も設けていきます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

・論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合

う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の 

言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生涯にわたる社会生活に必要
な国語の知識や技能を身に付
けるとともに，我が国の言語
文化に対する理解を深めるこ
とができるようにしている。 

「書くこと」，「読むこと」の各領域
において，深く共感したり豊かに想
像したりする力を伸ばすとともに，
創造的に考える力を養い，他者との
関わりの中で伝え合う力を高め，自
分の思いや考えを広げたり深めたり
することができるようにしている。 

言葉を通じて積極的に他者や社
会に関わったり，思いや考えを
広げたり深めたりしながら，言
葉がもつ価値への認識を深めよ
うとしているとともに，進んで
読書に親しみ，言葉を効果的に

使おうとしている。 



※令和４年度以降入学生用 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

学
期 単元の学習内容 単元の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 

本文全体から、虎になる前の李

徴の人柄を箇条書きで整理し、

文章でまとめる。 

・李徴自身は、自分が虎になっ

たのはなぜだと考えているかを

まとめる。 

・作者がこの作品を人間が虎に

なるという設定にしたのはなぜ

かを考える。 

ａ：言葉には、想像や心情を豊かにする働

きがあることを理解している。［⑴ア］ 

ｂ「読むこと」において、文章の種類を踏ま

えて、内容や構成、展開、描写の仕方など

を的確に捉えている。［Ｂ⑴ア］： 

ｃ：人間が虎になるという設定の効果につい

て粘り強く考察し、これまでの学習を生かし

て考えようとしている。 

ワークシー

ト 

定期考査 

ノート 

ワークシー

ト 

定期考査 

ノート 

ワークシー

ト 

振り返りシ

ート 

［教材］山月記 

・『山月記』と『人虎伝』の内容上

の違いを、箇条書きで書く。 

ａ：文学的な文章を読むことを通して、我が

国の言語文化の特質について理解を深め

ている。［⑵ア］ 

ｂ「読むこと」において、作品に表れているも

のの見方、感じ方、考え方を捉えるととも

に、作品が成立した背景や他の作品などと

の関係を踏まえ、作品の解釈を深めてい

る。［Ｂ⑴オ］[ 読  ]： 

ｃ：粘り強く『山月記』と『人虎伝』の差異を見

極め、学習課題に沿って考察しようとしてい

る。 

ワークシー

ト 

定期考査 

ノート 

ワークシー

ト 

定期考査 

ノート 

ワークシー

ト 

 

振り返りシ

ート 

［教材］探究の扉 人虎伝 

 

・新道少年野球団のナインにつ

いてまとめる。 

・正太郎くんに対して、中村さん

と英夫くんは、それぞれどのよう

な思いをいだいているかを説明

する。 

・正太郎くんを許した英夫くんと

常雄くんの心情は、少年野球大

会の決勝で正太郎くんが日陰を

作ってくれたエピソードとどのよ

うに関連しているかを説明する。 

ａ：情景の豊かさや心情の機微を表す語句

の量を増し、文章の中で使うことを通して、

語感を磨き語彙を豊かにしている。［⑴イ］ 

ｂ「読むこと」において、語り手の視点や場

面の設定の仕方、表現の特色について評

価することを通して、内容を解釈している。

［Ｂ⑴イ］[  読 ]： 

ｃ：登場人物の心情と行動の関連性につい

て粘り強く考察し、これまでの学習を生かし

て考えようとしている。 

ワークシー

ト 

定期考査 

小テスト 

ノート 

ワークシー

ト 

定期考査 

小テスト 

ノート 

ワークシー

ト 

振り返りシ

ート 

［教材］ナイン 

「私（＝先生）」のＫに対する心

情を整理する。 

・Ｋが用いた「覚悟」という言葉を

「私」はどのように解釈している

かを時間の経過に従ってまとめ

る。 

・「覚悟」という言葉をＫはどのよ

うな意味で用いたのかを考え

る。 

・Ｋの自殺を発見したときの「私」

の心情と行動はどのよう 

なものだったかをまとめる。 

ａ：人間、社会、自然などに対するものの見

方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意

義と効用について理解を深めている。［⑵

イ］ 

ｂ「読むこと」において、語り手の視点や場

面の設定の仕方、表現の特色について評

価することを通して、内容を解釈している。

［Ｂ⑴イ］[ 読  ]： 

ｃ：作品の主題を粘り強く考察し、これまで

の学習を生かして話し合おうとしている。 

ワークシー

ト 

定期考査 

小テスト 

ノート 

ワークシー

ト 

定期考査 

小テスト 

ノート 

ワークシー

ト 

振り返りシ

ート 



※令和４年度以降入学生用 

・Ｋの手紙の内容をまとめ、Ｋの

自殺の理由を考える。 

・作品の主題を話し合う。 

［教材］こころ 

・「兜率の天の食」は、「天上の

アイスクリーム」とあったものが後

に書き換えられた表現だが、こ

のことによって読者が受ける印

象はどのように変わるかを説明

する。 

・「わたくし」の「いもうと」に対す

る心情変化を整理する。 

・「松の針」「無声慟哭」も合わせ

て読み、宮澤賢治の妹への心

情や兄妹のつながりについて、

感じたことを話し合う。 

ａ：言葉には、想像や心情を豊かにする働

きがあることを理解している。［⑴ア］ 

ｂ「読むこと」において、作品に表れているも

のの見方、感じ方、考え方を捉えるととも

に、作品が成立した背景や他の作品などと

の関係を踏まえ、作品の解釈を深めてい

る。［Ｂ⑴オ］[ 読 ]： 

ｃ：宮澤賢治の妹への心情や兄妹のつなが

りを粘り強く考察し、これまでの学習を生か

して話し合おうとしている。 

ワークシー

ト 

定期考査 

小テスト 

ノート 

ワークシー

ト 

定期考査 

小テスト 

ノート 

ワークシー

ト 

振り返りシ

ート 

［教材］詩歌/永訣の朝 

・筆者の主張を踏まえて、『雪

国』および日本語の特徴ををま

とめる。 

・近代日本で言文一致体の長

所とされたのは、どのようなこと

であったかをまとめる。 

・言文一致体の長所と見なされ

た背景には、どのような考え方

があったかをまとめる。 

・筆者の考えによれば、近代日

本で言文一致体の成否を左右

した要因は、どのようなことであ

ったか 

ａ：人間、社会、自然などに対するものの見

方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意

義と効用について理解を深めている。［⑵

イ］ 

ｂ「読むこと」において、他の作品と比較す

るなどして、文体の特徴や効果について考

察している［Ｂ⑴ウ］[ 読 ]： 

ｃ：『山椒魚』と『水仙』における語りの特徴を

粘り強く考察し、これまでの学習を生かして

話し合おうとしている。 

ワークシー

ト 

定期考査 

小テスト 

ノート 

ワークシー

ト 

定期考査 

小テスト 

ノート 

ワークシー

ト 

振り返りシ
ート 

［教材］演技する「私」 

・山椒魚の心情変化をまとめる。 

・山椒魚と蛙の関係はどのように

変化していったかを、それぞれ

の心情に着目しながらまとめる。 

・この小説を寓意小説と見た場

合、人間におけるどのような状

況を表しているかを考える。 

・山椒魚の考え方や行動につい

て、どのような感想を持ったかを

話し合う。 

ａ：人間、社会、自然などに対するものの見

方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意

義と効用について理解を深めている。［⑵

イ］ 

ｂ「読むこと」において、作品の内容や解釈

を踏まえ、人間、社会、自然などに対するも

のの見方、感じ方、考え方を深めている。

［Ｂ⑴カ］[読  ]： 

ｃ：考えを整理して山椒魚の考え方や行動

に対する感想を述べ、これまでの学習を生

かして話し合おうとしている。 

ワークシー

ト 

定期考査 

小テスト 

ノート 

ワークシー

ト 

定期考査 

小テスト 

ノート 

ワークシー

ト 

振り返りシ
ート 

［教材］山椒魚 

・本文にあげられた三つの物語

について、筆者はどのような点

に着目しているかをそれぞれま

とめる。 

・「そこでは、モラルがない、とい

うこと自体がモラルなのだ」「む

ごたらしいこと、救いがないとい

うこと、それだけが、唯一の救い

なのであります」「ふるさと 

ａ：人間、社会、自然などに対するものの見

方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意

義と効用について理解を深めている。［⑵

イ］ 

ｂ「読むこと」において、作品の内容や解釈

を踏まえ、人間、社会、自然などに対するも

のの見方、感じ方、考え方を深めている。

［Ｂ⑴カ］[ 読 ]： 

ワークシー

ト 

定期考査 

小テスト 

ノート 

ワークシー

ト 

定期考査 

小テスト 

ノート 

ワークシー

ト 

振り返りシ
ート 
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４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （     ）時間 

  ・書くこと      …  （  ２０ ）時間 

  ・読むこと      …  （  ５０ ）時間 

［教材］文学評論/文学のふるさ

と 

ｃ：進んで作品内容を解釈し、学習課題に

沿って文章にまとめようとしている。 


